
















いる一因でもある。 『世間狙』には 間内での情報が多 盛り込まれたと見られ 上、話中ではモデルの一次情報と噂と秋成の創作とが絡み合っており、素材の探索 その虚実の境界を見定めながら行わねばならない。
　しかし『世間狙』の素材の論は作品理解のための重要な問題で
あり、こうした複雑さを背景とする中で常に試みられてきた。巻一の一の登場人物、薬種問屋の小西三十郎と浪人の山本勘六についても、既にそのモデルや素材の指摘が複数行われている。本稿では、当時大坂の道修町に居住していた薬種業者の小西家に注目し、本話との関係について調査と考察 行った。そして宝暦末頃から明和初めにかけて 薬種業の状況を提示することにより、当時の道修町の一現実が本話 採り入れられたことを述べ、本作の素材の議論に一つの進展を図るものである。
二 　従来のモデル・素材論
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は、物語展開上の重要な起点である三十郎の破産、零落という事柄についてはいかに言及されているだろうか。高田氏はこの展開を、 『今古奇観』第四〇「逞多財白丁横帯」および第二一「鈍秀才一朝交泰」という、裕福な人物が零落し、かつての知人友人に酷薄な扱いを受ける に求めている。 また日野氏は、 秋成が 『本朝三国志』の筋 作意をもって反転させた する。 『本朝三国志』の小西弥十郎は小西行長を演劇化した人物で、作中 は堺の薬種商小西如清の息子として設定されて る。弥十郎は日々喧嘩に明け暮れているが、後には性根を入れ替え、武勇をもって出世を果たす。しかし、現実はそう上手く 行かないという認識を秋成は抱き、その諷意を寓するために芝居の筋 逆転させ と うのが日野氏の見方である。日野氏はこの手法を「 『本朝三国志』に対する秋成の「わやく」であ 」と位置づけている。
　しかし、三十郎の破産という展開は、当時の大坂における現実

















































の人物設定と共通点を持ってい こと 、本話との関係において注視すべき問題である 次節以降、 『世間狙』刊行前後 時期における道修町の状況について、より詳しく考察を進め いきい。
四 　宝暦末～明和初にかけての薬種中買商小西家
　先述の如く、秋成は『世間狙』において、設定の類似によって
読者に実在人物を想像させ、時に揶揄・皮肉の意を含んだ虚構を交えながら物語を展開していく。そ ため、素材 探索 際して
は、秋成がどのような類似要素をもって読者の想像を導いていたかが重要視される。前節で指摘した如く、道修町 小西家は、その名前と薬種業者であるという点で小西三十郎の設定と類似している。では、これ以外に実際の小西家と物語との関連を示す要素はあるだろうか。
　『世間狙』の開板願は明和元年一一月であり、この時までに稿
が成っていたと考えられる。そして本話には宝暦九年以降 歌舞伎役者・上演の情報が盛りこま ており、執筆 この間のいずれかの時期に行われたと推定される。本章 はこの執筆時期に重なる、宝暦末頃から明和初めにかけての道修町 おける薬種業者の動向を 先述の二種の文書を利用しながらより詳しく見ていきたい。
　この時期の小西家の状況には、いくつかの変化が生じている。
第一は、小西家所有の薬種中買株の他家への移動 あるいは休株である。先述の如く、宝暦九年一二月 『薬種中買仲間人数帳』（道修町文書一〇三〇〇五、以下『人数帳』 ）
によれば、当時薬種中買
仲間一二四人のうち小西姓のものは二四人であり、伏見屋一六人、近江屋一四人がそれに次ぐ。こ 人数帳は宝暦九年一二月に一旦作成され、その後は株移動や名義替えの度 貼紙が行われている。貼紙は上辺のみが糊付けされているため、変更以前 記載を見ることもでき、株移動の様子を遡及して確認することが可能である。天明元年に新しい人数帳を作成・提出したと 貼紙あることから、これに 安永末年までの が記録されていると考えられる。
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　これによって宝暦九年以降、安永末年までの中買株の状況を確


































































所有に変化が生じている。小西次郎兵衛家は前掲『人数帳』によれば、宝暦一二年に商売を休止した家である 『水帳』によ と、宝暦三年頃、小西次郎兵衛家は表口四間二寸五分、および表口一一間二尺 寸五分の二区画の土地を所有してい
るＩ
。道修町三丁目

































中買の小西家には休業や世帯規模 縮小、家屋敷の売却といった事柄が相次いで起こっている。その背景として当然推察されるのは、経営悪化や何らかの経済的打撃の存在である。では、当時の道修町における薬種業の状況はいかなるも であっ のだろうか。またそれは『世間狙』の三十郎の破産と関連しうる であろうか。次節ではその点につ て、さらに考察を重ねたい。
五 　薬種の投機取引と相場下落















































投機売買は 「不実商内」 と見なさ ていた。 しかし傍線部③ 「当



























こうした薬種業 状況 関与していたという推定が成り立つだろう。さらに商売休止の件数 宝暦末から明和初めに相次いでいる点から見て、小西家はこ 時の相場下落の影響を、経営的な打撃として他家より強く受けたもの 推察しうる。当時の小西家の変化が唐薬の値の下落 起因する 考え ば、作中 小西三十郎の破産と実際の小西家の状況とは、より強い類似性を示すことになる。
　また、投機取引の蔓延とそれに伴う失敗は、道修町全体の薬種







































は富民にて、 臺をつくりて、 旋璣玉衡心ゆくものに蔵めたり、我は難波ばしの上に而天をうかゞふのみとぞ。馬峻が学識人しらず。隣は鴻池やの善五郎也。さる人あり も知らず、と
ひたれば、それは東となりの紙やの久右衛門が事か、と答へし。
　この「友なりし馬峻」が紙屋久右衛門である。山本彦九郎と秋
成との直接の関係をいま示すことはできないが、剛立弟子の紙屋久右衛門が秋成 知友であり、また剛立自身が中井竹山や履軒など大坂の知識人と深い親交を結んでい ことを考えれば、秋成と山本彦九郎 間にも何らかの接点が存した可能性は高 。
　また先述のように山本彦九郎の名は『蒹葭堂日記』にしばしば
見え、また小西家を含めた道修町の薬種業者らの名前も日記中には多く見出すことができる。 『蒹葭堂日記』の記録は安永八年から始まっており、安永八年一二月一五日には「小西次」の名が見え、また安永九年五月一三日には「他行 　奥村泰助 郎兵衛毛馬屋五兵衛上田東作」と、小西次郎兵衛の名が秋成
（上田東作）




　より後年の記載を含めれば、 小西伊兵衛の名も 「小西伊」 や 「小



































と紙屋山本家や山本彦九郎との間に、何らかの事件や確執が存在したかは確認できない。これが虚構として加えられた部分であるか、あるい 秋成が実際の情報を物語に織り込ん いた か、いま明らかにすることは難しい。従って紙屋や山本彦九郎が素材として本話に関連したかの断定は避けるが、そ 重要な一候補とて本稿では指摘を行っておきたい。
　では、三十郎の設定や彼の破産が当時の道修町の状況を採り入
れたものであったという視点から、 話を かに捉えるこ ができるだろうか。まず、本話の成立については、唐薬価 下落が宝暦末頃であるから、当時の道修町の状況を耳に た秋成が設定や物語展開の想を得、本話が構成され いう順序が妥当となる。三十郎の破産・零落という物語展開は、従来指摘された白話小説の摂取や『本朝三国志』の筋の反転と考えるよりは、より時事的
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な生の情報が採り入れられたものと見るべきである。本話は道修町最古の由緒を持つ小西家がかつて 勢力を失うという、まさに当代の現実を素材とし、かつ契機とし 描かれたもの 理解しうるのである。
　この意味で本話の素材は、その展開と同時に主題の面にも関わ
るものと捉えることができる。本話には日野氏が指摘する如き秋成の諷意、すなわち現実では由緒や時代遅 の武芸よりも、金銭計算や実務の能力が物を言うという認識の存在が認められる。これは『世間子息気質』巻一 二など先行作品と本話を隔てる大きな要素であり、この種の現実的で時に冷徹な展開は『世間狙』のひとつの特色でもある。嶋屋主人として 秋成は当 既にこうした現実認識を備えていたと考えられ 。 かし三十郎の没落という展開と、そこに見られる認識 現実性は、素材自体が内包し示唆するものでもあった。秋 は、時勢 中 道修町 小西家 過去の地位を失うという出来事に、自ら 認識と 致する現実の構造を見出した。かくして本作巻頭のこの物語には、作品全体に通底する秋成の認識が、当代の現実を一素材として織り込まれることとなったのである。
　さらに言えば、三十郎の零落と勘六の出世という本話の構造に
は、薬種中買の勢力の衰えと唐薬問屋 隆盛という 当 の道修町でまさに進行中であった勢力交代 構図を重ね合わせ こともできる。かつて薬種 買は道修町で「無双之由緒」を持つ存在であったが、薬種の投機取引という「不実商内」が広まる 共にそこに介在して口銭を得る唐薬問屋 力に押されて く。時流を
読むに長けた者が勢力を伸ばし、それに破れたものは力を失っていくという本話の図式は、一つの町の時代変化の縮図ともいえるのである。
　以上、 『世間狙』巻一の一の素材と手法について、当時の道修
町の状況を基にその考察を行った。本作における虚実の取り扱いを見極めることは難し 作業であるが、 稿は巻一 一における「実」の一要素を指摘することにより、その一つの進展を示すものである。注（１） 　以下、秋成作品からの引用は中央公論社 『上田秋成全集』 による。
引用に際し、適宜表記を改めた。
（２） 　長島弘明「秋成浮世草子のゴシップ性」 （ 『秋成研究』二〇〇〇年
九月、東京大学出版会） 。初出は『共同研究 　秋成とその時代』 （高田衛編、一九九四年一一月、勉誠 版、原題「和訳太郎論─ゴシップ小説の方法」 ） 。
（３） 　大田南畝『一話一言』巻二七所収南畝宛田宮仲宣書簡。（４） 　栗山理一「上田秋成」 （ 『風流論』一九三九年一二月、子文書房） 。
高田衛「 「わやく」と中国白話小説」 （ 『上田秋成研究序説』一九六八年六月、寧楽書房） 。森山重雄『上田秋成初期浮世草子評釈』 （一九七七年四月、国書刊行会） 。
（５） 　「 「わやく」と中国白話小説」 （ 『上田 研究序説』一九六八年六
月、寧楽書房） 。
（６） 　「秋成と時代物浄瑠璃」 （ 『文学』
50‐
10、一九八二年一〇月） 。ま
た巻一の一の物語展開と演劇作品との関係については、他に王欣「 『諸道聴耳世間狙』における演劇作品の利用について」 （ 『同志社国文学』
72、二〇一〇年三月）がある。
（７） 　「 『諸道聴耳世間狙』冒頭話のモデル」 （ 上田秋成全集』月報５、
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一九九一年八月） 。
（８） 　「 『諸道聴耳世間狙』の意味」 （ 『近世文芸』
70、一九九九年七月） 。
（９） 　道修町の薬種業の歴史とその機能については、今井修平「江戸中
期における唐薬種の流通構造─幕藩制的流通構造の一典型として」（ 『日本史研究』一六九、一九七六年九月） 、内田九州男「薬種中買仲間と道修町」 （ 『道修町文書目録』近世篇、一九九三年三月、道修町文書保存会） 、三島佑一『船場道修町─薬・商い・学の町』 （二〇〇六年一月、和泉書院） 、渡辺祥子『近世大坂 　薬種の取引構造と社会集団』 （二〇〇六年五月、清文堂出版 による。ただし本稿に詳述する小西家の変化 ついては 筆者の調査と考察に基づくものである。
（
10） 　当時の薬種中買は現在の仲買業とは業態を異にし、薬種業史研究文献においては通常 「中買」 と表記す ため、本稿もこれ 倣った。
（
11） 　山本家（紙屋）に関する記述は、 「座談会 　道修町むかしむかし」（ 『大阪春秋』
31、一九八二年一月） 、 「大阪市史とゆかりのある史料 　
















19） 　小西半兵衛家の土地売却の時期は不明だが、 『人数帳』 よれば、宝暦九年一二月の時点で半兵衛は「家持」となっており、後に行われた貼紙で「道修町三丁目会所屋敷借家」と訂正されている。
（
20） 　薬種の投機取引の形態およびそ 蔓延、また「新組合仕法書」の解釈については、注 （９） 前掲の渡辺祥子『近世大坂 　薬種の取引構造と社会集団』第 章を参照した。
（




23） 　安永四年『浪華郷友録』聞人の部に紙屋久右衛門の姓を味馬、今橋二丁目の住人と （ 『上田秋成集』 、 一九五九年七月、 岩波書店） 。
（




ゴシップ性」 （ 『秋成研究』二〇〇〇年九月、東京大学出版会） 。初出は『共同研究 　秋成と 時代』 （高田衛編 一九九四年一 月、勉誠出版、原題「和訳太郎論─ゴシップ小説の方法」 ） 。
